
【薬理】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

大項日  中項目  小項目  小項目の例示  

C13 薬の効くプロセス   薬の作用   薬物の用立と作用の関係   用量・反応曲線、EP50（∈C50）、LD50（LC50）  

薬物の作用するしくみ   受容体、酵素、チャネル、トランスポーター  

薬物受容体   刺激薬（アゴニスト）と遮断薬（アンタゴニスト）  

刺激あるいは遮断による生理反応  

代表的な細胞内情報伝達系とその活性化による生理反応  

薬物相互作用   代表的な薬物相互作用の機序  

薬物の副作用と毒性   主作用と副作用の聞達  

副作用と毒性の速い、副作用と有害事象の違い  

薬物依存性  

白樺神経系に作用する薬   交感神経系   交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物、薬理作用、機序、主な副作用  

副交感神経系   副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物、薬理作用、機序、主な副作用  

自律神経節   自律神経節に作用する代表的な薬物、薬瞥作用、職序、主な副作用  

知覚神経系・運動神軽系に作用する薬   知覚神経系   知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）、薬理作用、機序、主な副作用  

運動神鰹系及び骨格筋   運動神経系及び骨格筋に作用する代表的な薬物、薬射乍用、他序、主な副作用  

中枢神経系に作用する薬   全身麻酔薬   代表的な全身麻酔薬、薬理作用、機序、主な副作用  

催眠薬   代表的な催眠薬、薬理作用、機序、主な副作用  

蹟痛薬   代表的な鈍痛薬、薬理作用、扱序、主な副作用  

中枢神経疾患   代表的な中枢神経疾鹿くてんかん、パーキンソン病、アルツハイマー病など）の治療薬、薬理作用、機序、主な副作用  

精神疾患   代表的な精神疾患（統合失納症、うつ病など）の治療薬、薬理作用、似序、主な副作用  

循規格系に作用する薬   心不全治療薬   代表的な心不全治癒薬、薬理作用、繊序、主な副作用  

抗不塾脈薬   代表的な抗不整脈薬、薬理作用、披序、主な副イセ用  

虚血性心疾患治療薬   代表叩な虚血性心疾患治煎薬、薬理作用、樅序、主な副作用  

高血圧治療薬   代表的な高血圧治煎薬、薬理作用、機序、主な副作用  

腎に作用する薬   利尿薬   代表的な利尿薬、触序、主な副作用  

呼吸器系に作用する薬   呼吸興託薬   代表的な呼吸興奮薬、薬理作用、腫序、主な副作用  

疏咳・去癌薬   代表的な鎮咳・去疲薬、薬理作用、城序、主な副作用  

気管支嶋息治ぬ薬   代表的な気管支喘息治療薬、薬理作用、拙序、主な副作用  

消化器系に作用する薬   胃・十二指腸訳塙治療薬   代表的な計十二指肺炎療治帝薬、薬理作用、機序、主な副作用  

その他の消化性疾患治療薬   その他の消化性疾患の代表的な治孤薬、薬理作用、梯序、主な副作用  

催吐薬と制吐染   代表的な催吐薬と制吐薬、作用咄序、主な副作用  

肝臓疾患治療薬   代表的な肝臓疾患治療薬、薬理作用、雌序、主な副作用  

膵臓疾患治療薬   代表的な膵肺疾患治療薬、薬理作用、拙序、主な副作用  

ホルモンと菜   ホルモン分泌異常に用いられる代表的治療薬  ホルモン分泌異常症の代表的な治療薬、薬理作用、樋序、主な副作用  

糖質コルチコイド代用薬   代表的な糖質コルチコイド代用薬、薬理作用、他序、臨床応用、主な副作用  

性ホルモン代用渠および括抗薬   代表的な性ホルモン代用薬および桔杭薬、薬理作用、機序、臨床応用、主な副作用  

代謝系に作用する薬   線尻癖冶敵薬   代表的な糖尿病治療薬、挽序、主な副作用  

脂質異常症治療薬   代表的な脂質異常症治療薬、機序、主な副作用  

高尿酸血症・痛風治療薬   代表的な高尿酸血症・痛風治療薬、機序、主な副作用  

カルシウム代謝調節・骨代謝に聞達する治摂薬  カルシウム代謝調節・骨代謝に関連する代表的な治煎薬、薬理作用、機序、主な副作用  

血液・造血系に作用する薬   止血薬   代表的な止血薬、機序、主な副作用  

抗血栓薬   代表的な抗血栓薬、機序、主な副作用  

造血薬   代表的な造血薬、拙序、主な副作用  

炎症・アレルギーと薬   抗炎症薬   代表的な炎症治煎薬、機序、主な副作用  

関節リウマチ治療薬   関節リウマチの代表的な治療薬、機序、主な副作用  

アレルギーの治療薬   アレルギーの代表的な治療薬、地厚、主な副作用  

化学構造   構造活性相関   代表的な薬物の基本硝造  
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【薬剤】   

※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  
出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

大項目  亘項自  小項目  小項月の例示   

C13 薬の効くプロセス  （1）薬の作用と生体内運命  薬の運命   薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わり  

薬物の代表的な投与方法（剤形、投与経路）、その意薇  

経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変化（崩壊、分散、溶解など）  

薬物の生体内分布における循I蜃系の重要性  

（4〉薬物の随器への到達と消失   吸収   薬物の主な吸収部位  

消化管のl薫造、機能と染物吸収の関係  

受動拡敗（単純拡散）、促進拡散の特徴  

能動輸送の特徴  

非綾口投与後の部位別の薬物吸収  

薬物の吸収に影粁する因子  

分布   薬物が生体内に取り込まれた後に組織間で濃度差が生じる要因  

薬物の脳への移行の他用と血液一脳関門の意義  

薬物の胎児への移行の機械と血液一胎盤間門の意薇  

薬物の体液中での存在状態（血夢定タン／くク結合など）、組織への移行との関逆性  

薬物分布の変動要塩（血流丘、タン／くク総合性、分布容梢など）  

分布容碩が著し〈大きい代表的な薬物  

代表的な染物のタンパウ精舎能の測定  

代紺   薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部位  

典物代謝が薬効に及ぼす影響  

薬物代紺唖式とそれに関わる代表的な酵素  

シトクロムP－450の相違、性質、反応榛式  

薬物の酸化反応  

薬物の還元・加水分解、抱合  

薬物代紺酵素の変動要因（現場、阻害、加齢、SNPsなど）  

初回通過効果  

肝および国有クリアランス  

排5世   生体内の薬物の主要な排泄経路  

常における排泄城川  

腎クリアランス  

糸球体ろ過速度  

胆汁中排泄  

腸肝循環、代表的な腸肝循環の薬物  

唾液・乳汁中への排泄  

尿中】非泄率の高い代表的な薬物  

相互作用   薬物動態に起閲する相互作用、回避のための方法  

薬効に走己因する相互作用、回避のための方法  

（5凍物動態の解析  慄蘭学  薬物動ー掛こ㈲わる代表的なパラメーター  

薬物の生物学的利用能の意味とその計算法  

線形1－コンパートメントモデル、これに基づいた計算  

線形2－コンパートメントモデル、これに基づいた計算  

線形コン／トトメントモデルと非線形コン／トトメントモデルの遭い  

生物学的半減期、計井  

全身クリアランス、計文  

非梯形性の薬物勤他  

モデルによらない薬物動態の解析法  

薬物の肝および腎クリアランスの計弟  

点滴粕注の血中濃度計井  
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連続投与における血中濃度計算  

TDM（ThBraPBUticDrLIgMonhoring）   治療的薬物モニタリング（TDM）の意義  

TDMが必要とされる代表的な薬物  

薬物血中濃度の代表的な測定法  

至適血中濃度を維持するための投与計画、薬動学的パラメーター  

代表的な薬物についてモデルデータからの投与計画  

C16 製剤化のサイエンス   （り製剤材料の性質   物井の溶解   溶液の濃度と性質  

物質の溶解とその速度  

溶解した物質の膜透過速度  

物質の溶解に対して酸・塩基反応が果たす役割  

分散系   界面の性質  

代表的な界面活性化剤の種類と性質  

乳剤の型と性質  

代表的な分散系とその性質  

分散粒子の沈降現象  

製剤材料の物性   流動と変形（レオロジー）の概念、代表的なモデル  

高分子の用達と高分子溶液の性質  

製剤分野で汎用される高分子の物性  

粉体の性質  

製剤材料としての分子集合体  

薬物と製剤材料の安定性に影響する要医L安定化方法  

粉末×繰回折珊定法の原理と利用法  

製剤材料の物性の測定  

（2）剰形をつくる   代表的な製剤   代表的な剤形の沌類と特徴  

代表的な固形製剤の椎撒と性質  

代表的な半固形製剤の種類と性質  

代表的な液状製剤の推挽と性質  

代表的な無菌製剤の種類と性質  

エアゾール剤とその類似製剤  

代表的な製剤儒加物の絶類と性質  

代表的な製剤の有効性と安全性評価法  

製剤化   製剤化の単位操作および汎用される亜利他械  

風位操作を組み合わせた代表的製剤の調製  

汎用される容器、包装の車重顆や特徴  

製剤試瞼法   日本典局方の製剤に㈲連する試依法  

日本薬局方の製剤に㈲通する代表的な試験法、品質管理への適用  

（3）DDS（薬物送達システム）  DDSの必要性   従来の医典晶製剤の有効性、安全性、倍粗性における主な間脳点  

DDSの概念と有用性  

放出制御型製剤   放出制御型製剤（徐放性製剤を含む）の利点．  

代表的な放出制御型鍼剤  

代表的な徐放性製剤における徐放化の手段  

徐放性製剤に用いられる製剤材料の種類と性質  

桂皮投与製剤の特徴と利点  

腸油製剤の特徴と利点  

ターゲティング   クーゲティングの概要と意微  

代表的なドラッグキャリアー、そのメカニズム  

プロドラッグ   代表的なプロドラッグ、そのメカニズムと有用性  

その他のDDS   代表的な生休膜透過促進法  

（「法規・制度・倫理」から）C15 薬物治療に役立つ情報（3）テーラーメイド薬物治療を目指して  

（「生物」から）  C17 医薬岳の蘭発と生産（本資料では「／くイオ医薬品」）  

（1）医薬品開発と生産の流れ（【特許】，【薬害】は除く）（2）リード化合物の創製と最適化（3）／くイオ医薬品とゲノム情報   
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【病態・薬物治療】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達日掛こおいて「技能」、「態度」が記されているもの  

大項日  中項目  小項目  小項目の例示  

C14 薬物治療   （1）体の変化   症候   以下の症候が生じる原因とそれらを伴う代表的疾患  
症候：発熱、頭痛、発疹、拝み、しこり、黄痘、チアノーゼ、脱水、浮腫、食欲不振、悪心・嘔吐、吐血・下血、  
喋下降筈、腹痛・下痢、便秘、腹部膨満、貧血、出血傾向‥胸痛、心悸冗進・動悸、徐脈、高血圧、低血圧、  
ショック、呼吸囲組、咳、喀血、喘鳴、鼻汁・鼻閉、ロ渇、月経異常、痔痛、意派障害、運動障害、精神睡害、知  
覚障害、味覚障害、記憶障害、睡眠障害、しびれ、麻痔、けいれん、尿着色、排尿障害、視力障害、聴力陣  
害、めまし†、脱力感、熱感・冷感、体重相加▲減少、たんばく尿  

臨床検査   肝脱機能検査  

腎臓機能検査  

呼吸唖鵬検査  

心臓槻能検査  

血液および血液；掟固検査  

内分泌・代紺疾患に関する検査  

感染時および炎症時の臨床検査  

悪性腫将に関する臨床検査  

尿・便検査  

血破ガス分析  

バイタルサイン  
（2）疾患と狭物治療（循甥器疾患・血液疾患・消化器  
疾患）  

適切な治療薬の選択、薬効薬理、薬物動矧こ基づいた判断  

循環器系の疾患   不整脈  

心不全  

高血圧  

虚血性心疾患  

その他の疾患：閉塞性動脈硬化症、心原性ショック、弁膜症、心筋症  

血液系の疾患   貧血  

白血病  

様相性血管内凝画症候群（DIC）  

その他の疾患：血友病、悪性リン／く腫、骨髄腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・塞栓  

消化器系疾患   消化性潰瘍  

腸炎  

肝炎・肝硬変  

降炎  
その他の疾凪：消化器系砧、胃炎、薬剤性肝陣沓、胆石症、虫垂炎、クローン病、潰瘍性大場炎、過敏性腸  
症候群  

（3）疾患と染物治療（泌尿器系疾患、生殖器系疾  
患、呼吸器系疾患、内分泌系疾盈、代洲生疾窃、  腎不全  
神経・骨格筋疾患）   

ネフローゼ症候月羊  

疾患：糸球体腎炎、拍尿病性腎症、尿路感染症、薬剤性腎症、尿路結石、ループス腎炎  

生殖器疾患   前立腺肥大症  

その他の疾患：前立腺癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内膜症、勃起不全  

呼吸器・胸部の疾庇   閉塞性気運疾患（気管支喘息、肺気腫）の病J腺生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：上気道炎（かぜ症候群）、インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺相接、肺癌、乳癌  

内分泌系疾患   ホルモンの産生腿器別に代表的な疾患  

甲状腺機能異常症の病値生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

クッシング症候群の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

尿崩症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：上皮小休機能異常症、、アルドステロン症、アジソン病  

代緋性疾患   柑尿病  

脂質代謝異常症  
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高尿酸血症・痛風  

神経一筋の疾患   脳血管疾患  

てんかん  

パーキンソン病  

アルツハイマー病  

その他の疾患：重症筋無力症、脳炎・捌莫炎、熱性けいれん、脳腫瘍、脳血管性痴呆  

指定された疾患例について必要な情報の収集、適切な薬物治療法  

（4）疾患と薬物治療（精神疾患、耳鼻咽喉疾患、皮  
膚疾患、眼疾患、骨・関節疾患、アレルギー・免疫  統合失調症  
性疾患、移植医療、緩和ケア）   

うつ病、躁うつ病  

その他の疾患：神経症、心身症、薬物依存症、アルコール依存症、不眠症  

耳鼻咽喉の疾患   めまい  

その他の疾患：メニエール病、アレルギー性鼻炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎  

皮膚疾患   アトピー性皮膚炎  

皮膚真菌症  

その他の疾患二 等麻疹、薬疹、水癌症、乾痴、接触性皮膚炎、光線過敏症、裾瘡  

眼疾急   眼に閲する代表的な疾患  

緑内障の病値生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

白内陣の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：結膜炎、網膜症  

骨・関節の疾患   骨、関節に関する代表的な疾患  

骨組毘症の病膿生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

仮性関節リウマチの病膿生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：変形性関節症、骨肘ヒ症  

アレルギー・免疫疾患   アナフィラキシーショック  

自己免疫疾患  

後天性免疫不全症  

移植医療   移植に㈲述した病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：GVHD  

‾、・・ノ＼   規和ケアと長期療養   癌性痔痛  

長期療養に付随する合併症  

（5）病原微生物・悪性新生物と戦う   感染症   主な感染症  

抗薗薬   抗菌薬の作用点に基づく分類  

β－ラクタム系  

テトラサイクリン系  

マクロライド系  

アミノ配神体系  

ビリドンカルポン酸系  

サルファ染（ST合剤を含む）  

抗結核薬  

生物学的製剤  

抗菌薬の使用上の注意  

租椒移行性  

抗原虫・寄生虫薬   抗原虫・寄生虫薬  

抗真薗薬   抗某薗薬  

抗ウイルス薬   抗ウイルス薬  

併用療法  

抗画薬の耐性と副作用   耐性  

副作用  

悪性腫瘍の病態と治療   悪性腫轟の薬物治療  

化学療法  

代表的疾患：宵癌、肝臓癌、乳癌、前立腺癌、子宮癌、悪性リンパ腫   
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抗悪性腫瘍薬   アルキル化薬  

代謝結抗薬  
抗腫瘍抗生物資  
植物アルカロイド  
ホルモン関連薬  

白金錐体  
抗悪性腫癌薬の耐性と副作用   耐性  

副作用  

副作用権威   

C15 薬物治療に役立つ惰朝   （1）医薬品情報   情報   医薬品情報  
医薬品情報に関わっている恥種  
開発過程で得られる情報  
市販後情報  
法律と制度  

情報源   一次資料、二次資料、三次資料  

厚生労働省、製薬企業などの発行する資料  

医薬品添付文書  
医薬品インタビューフォーム  

収集・評価・加エ・提供・管理   医薬品情報を質的に評価する際に必要な基本的項目  
データベース   データベース  

EBM（〔vidence－8asedM8dicine）   EBM  

ランダム化比較試験．コホート研究、症例対照研究  

メタアナリシスの概念、結果の評価  

エンドポイント  
オッズ比、必要治療紋、相対危険度  

（2〉患者情報   情報と情報源   薬物治療に必要な患者基本情報   
愚者†朗臣源   

収集・評価・管理   聞範志向型システムくPOS）  

との意見あり  SOAP  

（3）テーラーメイド薬物治療を目指して   遺伝的素因   遺伝的素因こ  

年齢的要因   象斤生児、乳児  

幼児、小児  

高齢者  

生理的要因   妊娠時  
授乳姉  
栄養状l腺  

合併症  腎臓疾患  
肝腋疾患  
心臓疾患  

投与計画   息者固有の投与計画  
ポピュレーションファーマコキネテイクス  
日内変動   
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【法規・制度一倫理】  

出題の範囲（各領域作業ゲル⊥プから提出された意見を整理したもの）  

大項目  中項目  小項月  小項月の例示  

C17 医薬品の開発と生産   （1）医薬品開発と生産のながれ   医薬品市場と開発すべき医薬品   希少  疾病に対する医薬品（オーフアンドラツゲ）開発の重要性  

担   医薬品の承認   非鴇  床試験の目的と実施概要  

臨床  試験の目的と実施概要  

医薬  品の販売承認申請から承認までのプロセス  

薬剤に移動すべき 市価  後嗣査の制度とその意敦  

との意見あり 医薬品の製造と品質管理   医薬  品のエ薬的規惧での製造工程の特色の開発レベルのそれとの対比  

医薬  品の品質管理の意観と薬剤師の役割  

医薬  品製造における環境保全に配慮すべき点とその対処法  

規範   GU叫G00  ハ■bor－tⅣYPr●ttl．●）、GHP（0■OJ仙仙†▲dwhlPr■∈tk●）、GCP（God¢h¢■lPr▲⊂ti⊂●）．QPHS珂G00dPo▼l－H■rL●th■Su【●鮎川●P／一亡Ik－）の1絶とま象  

（4）治験   治験の意微と薬蹄   治l釘  こ関してヘルシンキ宜言が意図するところ  

治験  （第Ⅰ、ⅡおよぴⅢ相）の内容  

治験における薬剤師の役割   治験  における薬剤師の役割（治験薬管理者など）  

インフ  オームド・コンセントと治駿佃抑こ㈲する守秘鏡務の重要性  

医療の担い手としての使命   楽劇  師の医療の担い手としての倫理的責任  

医療  過誤、リスクマネージメントにおける薬剤師の責任と熟柿   

C18 薬学と社会   （り薬剤師を取り巻く法借と制度   法仲と制度   薬剤  師に陳述する法令の相成  

薬事；  法の重要な項目とその内容  

日本  薬局方の意鞍と内容  

薬斉  な項目とその内容  

薬斉  医療法の内容  

医8  師法、保1止師助産師看旺師法  

副作  用娘答と襲害、医薬品副作用救済制度  

薬害 薬害  （具体例）、その背景  

代褒的  な荘官の明（サリドマイド、スモン、非加熱血∫夜製札ソリブジンなど）について、その原凪と社会的偶景、これを回避するための手相  

製造  物責任法  

管理垂   麻薬  及び向将帥薬取締法、規制される代表的な医薬品  

賞せ  い剤取締法、規制される代表的な医薬品  

大麻  取締法およぴあへん法  

春物  及び劇物取締法  

（2）社会保障制度と薬剤経済   社会保障制度   日本l  こおける社会保障制度のしくみ  

社会イ  呆陣制度の中での医療保険制度の役割  

介旺†  呆険制度のしくみ  

高齢  者医療保険制度のしくみ  

医療  保険の成り立ちと現状  

医療保険   医敢  保険のしくみ  

医療†  果険の種類  

国民  の福祉旭康における医飛保険の貢献と問題点  

国民  医療費の動向  

重刑経済   医療‘  費の内訳  

保険  医椚と薬価制度の関係  

診療幸  良酬と薬価基準  

新規  医薬品の価格を決定する要因  

保険  薬剤師療養担当規則および保険医療養担当規則  

網斉  調剤報酬明細書（レセプト）  

（3）コミュニティーファーーマシー   地域製局の役割   地域  

在宅  医酔および居宅介矧こおける薬局と薬剤師の役割  

学校  薬剤師の役割  

医薬分業   医薬ノ  分業のしくみと意較  

医薬  分業の現状、将来像の展望  
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かかりつけ薬局の意義  

薬局の業務運営   薬局の形態および業務運営ガイドライン  

医薬品の流通のしくみ  

0TC薬・セルフメディケーション   地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割  

主な一帖用医薬品（OTC薬）・、使用日的  

漢方薬、生活改善薬、サプリメント、保健機能食品   

ヒューマニズム   （D 生と死   生命の尊厳   人の誕生、成長、加齢、死の意味  

誕生に関わる倫理的問題（生殖技術、ク⊂トーン技術、出生前診断など）の概略と問題点  

医療に㈲わる倫理的問貼、その概略と問題点  

死に関わる倫理的問遁（安楽死、尊厳死、脳死など）の概略と問題点  

自らの体瞼を通した生命のヰさと医轄の関わリ  

医療の目的   予防、治療、延命、QOL  

先進医療と生命倫理   医療の進歩（遺伝子診断、遺伝子治療、移植・再生医療、難病治療など）に伴う生命観の変遷  

②医療の担い手としてわこころ用え   社会の期待   医療の担い手としての社会のニーズ  

医療の担い手としての社会のニーズに対応する方法  

医療の担い手にふさわしい態度  

医療行為に関わるこころ捕え   ヘルシンキ宣言の内容  

医療の担い手が守るべき倫理規拉  

インフォームド・コンセントの定熱と必要性  

患者の基本的権利と自己決定権の尊重  

医療事故眉』の重要性  

研究活動に求められるこころ捕え   研究に必要な独創的考え方、能力  

研究者に求められる自立した／遁度  

他の研究者の意見を理解し、討諭する†柁力  

医染品の創製と供給に関わるこころ捕え   医薬品の創製と供給が社会に及ぼす影閏！  

医薬品の使用に関わる事故回避の盤要性  

自己学習・生涯学習   医療に関わる諸間招から、自ら抜柑を見出し、それを舶決する能力  

医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する大切さ  

③ 信輔関係の確立を目指して   コミュニケーション   言語的および非育三吉的コミュ羊ケーションの方法  

意思、情報の伝達に必要な要素  

相手の立場、文化、留悌などによって、コミュニケーションのあり方が異なること  

相手の気持ちに配応する   対人関係に影珊を及ぼす心理的要因  

相手の心理状態とその変化に配慮、適切な対応  

対立意見を尊重、協力、よりよい解決法  

足音の気持ちに配慮する   病気が患者に及ぼす心理的影響  

患者の心理状†頗を杷掘、配応  

患者の家族の心理状態を把握、配慮  

患者やその家族の持つ価値観が多様であることの絃乙軋柔軟な対応  

不自由体験などの体験学習を通じた、患者の気持ち  

チームワーク   チームワークの重要性  

チームへの参加、協調的態度での役割  

自己の能力の限界の捌敲、必要に応じた他者からの援助  

地域社会の人々との信絨関係   薬の専門家と地域社会の関わり  

菜の専門家に対する地域社会のこ－ズの収集   

イントロタクション   ①薬学への招待   薬について   「製とは何かJ  

薬の発見の歴史  

化学物質が医薬品として治療に使用されるまでの流れ  

種々の刺形とその使い方  

一般用医薬品と医療用医薬品の退い  

医薬品開発のコンセプト   医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子  

疾病統計により示される日本の疾病の特徴  

医凛晶市塙と開発すべき医粂品   ジェネリツク医森岳の役割  

薬学の歴史   薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割  

薬剤師の誕生と変遷の歴史   
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薬剤師の活動分野   薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）  

薬剤師と共に働く医療チームの職種、その仕事  

医薬品の適正使用における薬剤師の役割  

医薬品の創製lこおける薬剤師の役割  

疾病の予防および健康管理における薬剤師の役割  

現代社会と薬学との接点   先強医療を支える医薬品開発の湧状  

日本薬局方   日本薬局方の意麹と内容  

②早期体験実習   総合演習   医療と薬剤師の関わり  

身近な医薬品の日本薬局方などを用いた調査  

病院における薬剤師および他の医療スタッフの業務の重要性  

開局薬剤師の業務の畢要性  

製薬企業および保健衛生、触倭に関わる行政機関の業務、社会において果たしている役割  

保根、福祉の重要性   
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【実務】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）   

大項目  申項目  小項ヨ  小項目の例示  

実務実習事前学習   事前学習を始めるにあたって   薬剤師業務   薬剤師の使命、倫理  

薬剤師の役割  

ファーマシューテイカルケア  

チーム医療   医療チームの相成、相成員∴連携と責任体制  

チーム医療における薬剤師の役割  

チーム医療での薬剤師の責任範囲、医療従事者との迎携の重要性  
医薬分菓   医薬分奥の仕組みと薬来迎携  

臨床試験（治嫉・臨床研究の支援）   CRCの業務、】RB事務局業務  

臨床試験のデザイン  

医薬品承認審査のプロセス  

班床試験の実施にかかる稜々の指針、ガイドライン（臨床研究に関する倫理指針等）の概要  

処方せんと調剤   処方せん由基礎   処方せん 

処方オーダリングシステム、電子カルテ  

処方せんの碩頼、特徴と記鮫事項  

調剤業務の法的根拠  

処方せん鑑査時の留意点  

不適切な処方せんへの対応  

医薬品の用法・用址   医薬品の用法・用患および投与計画  

剤形の特徴と臨床上の意教  

新生児、小児、高齢者、妊婦等の用法・用丘  

新生児、小児、高齢者、妊婦に適した用辻の計算（youngの式、VOnHarnackの表など）  

腎、肝疾胞踵の用止臨定  

服菜指導の基礎   服薬指導の意鞋（法的、倫理的、科学的根拠）  

疑禁漁会   疑麹照会の意穀と根拠   疑叛服会の意隷（法的根拠を含めて）  

代表的な配合変化の組合せ  

配合変化による性状、外税の変化  

不適切な処方せん事例とその理由  

疑義照会入門   代表的な医薬品の効能・効果、用法・用出  

代表的な医薬品の繋告、禁忌、副作用  

代表的な医薬品の相互作用  

掟薇照会の流れ  

疑薇照会の手順と注意事項  

医薬品の管理と供給   医薬品の安定性   医薬品管理の意鞋と必要性  

代表的な剤形の安定性、保存性  

特別な配慮を要する医薬品   毒薬・創製の管理および取扱い時の注意点  

麻薬、向精神薬などの管理と取扱い（投薬、廃棄など）時の注意点  

血腫分画製剤の管理および取扱い時の注意点  

輸血用血液製剤の管理および取扱い時の注意点  

生物製剤の推知と適応  

生物製剤の管理と取扱い（投薬、麻薬など）時の注意点  

麻薬の取扱い時の手順と注意事項  

放射性医薬品の雷塵類と用途  

放射性医薬品の管理と取扱い（投薬、廃棄など）時の注意点  

製剤化の基礎   院内製剤の意敦、銅製上の手続き、品質管理、滅菌が必要な製剤  

薬局製剤の意鞍、研製上の手続き、品質管理、滅菌方法、滅菌が必要な製剤など  

代表的な院内製剤  

無菌操作の原理と無菌操作の手順と注意事項  

丘l悪性腫瘍剤などの取り扱い時ケミカルハザード回避に必要な手技と注意事項  

注射剤と輸液   注負寸剤の配合変化とその取乱電解酎窮液のための基本的知派（生体水分の純正、電解質、浸透圧、投与速度など）  
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叩  注射  剤の配合変化の回避方法  

1  高力  ロリー輸液と姪菅栄養剤の種類と適応  

陀  体内  電解質の過不足時の補正の計井、注射薬の投与経路と特徴  

3  消毒薬   代表  的な消菰薬の用途、使用濃度  

餌  消童  薬銅製時の注意点  
リスクマネージメント   安全管理   薬紳  肺葉務の中での事故事例とその原国  

6  誤り  を生じやすい投薬例  
7  院内  感染の代表事例と回避方法  
8  副作用   医薬  晶の重篤な副作用の初期症状と検査所見、対処方法  

9  リスクマネー・ジメント   誤り  を生じやすい調剤例と医薬品のリスク別分類  
0  リス  クを回避するための具休策  
‖  よく  事故が起こる薬物の過出投与時の対処方法、ブレアポイド報告 

2  服薬指導と患者情報   服薬指導に必要な技能と態度   患者  の基本的権利、自己決定胤インフオ⊥ムドコンセント、守秘義臥POSに基づ〈薬剤管理指導記録  
3  医薬  品の服薬鹿埠上の注意点  

川  代表  的な疾患と注意すべき生活指導項一目  

イン  フォームド・コンセント、守秘教務などの重要性と配慮の方法  

7  医薬  晶に不安、抵抗感を持つ理由と、それを除く方策  

柑  患者  接遇に際し、配慮しなければならない注意点  

柑  点者情報の重要性   服薬  指導‖こ必要な患者情報  
0  鹿者  背景、情報（コンプライアンス、経過、診療録、薬歴など）の収集方法  

封  医師  、看技師などとの情報共有の方策と重要性  

2  患者  接遇に際し、配慮しなければならない注意点   

病院実習   病院調剤を実践する   病院調剤業務の全体の流れ   病院  における診療の流れ  
d  病院  内での患者情報の流れ  

病  医療スタッフの恥種名とその業務内容  
6  生  樋である薬剤師にふさわしい態度  

医療  の担い手が守るぺき倫理規範  
8  腔務  上知り得た情報と守秘教務  
9  薬剤  部門をヰ薫成する各セクションの業務内容と相互の関連  
㈹  処方  受付、医薬品交付、月足薬指導に至るまでの流れ  

病院  ■薬剤師と発馬梨剤師の迎挽  
2  計数・計拉調剤   処方  せん（麻染、注射剤を含む）の形式、種類および記載事項  

3  処方  せんの詑政事項（医薬品名、分立、用法・用出など）  

4  処方  せんおよび薬歴に基づく処方内容の適正性判断  
重圧  に基づき、処方内容が適正であるか判断  

薬袋  ．薬札に記脱すべき事項  

9  錠斉  tlの計数的削  

0  調斉  するためのエ夫  
代表  的な医製品の剤形  

2  代表  的な医薬品の色・形、王低別コードから識別  

3  医薬  品の班別に重要な色、形などの外観  

4  代表  的な医薬品の商品名と一服名の対比  
異な  る商品名で、同一有効成分を医薬品  
毒薬  ・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤時における留意点  

一回  正（一包化）調剤が必要な条件と調剤時の留意点  

8  散剤  、液剤などの計址調剤の方法と留意点  

I  細胞  赤性のある医薬品の調剤時の留意点  
2  錠剤  の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否の判断  

3  鑑査  の手順と留意点  
4  服薬指導   患者  向けの説明文書の必要性と、説明文著作成上の許意点、戌方薬の服用方法  

患者  説明が必要な眼軟軒、坐剤、吸入剤などの取扱い方説明時の留意点  

自  悪されている代表的な医薬品の調剤上の注意点とその取扱い方  
服薬  措動二おいて説明すべき内容（薬剤の服用方法、保管方法および使用上の注意等）  

8  外来  患者において、期待する効果が充分に現れていないか、あるいは副作用が疑われる場合の対処法  
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注射剤調剤   注射剤調剤の流れを概説  

0  注射処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用五など）の確認時の注意事項  

代表的な注射剤処方せんについて、処方内容が適正であるか判断  

4  注射剤（高カロリー栄養輸液など）の適応、栄養成分、微量元素、電解質、カロリー計箕、使用上の注意等  

注射剤の配合変化の回避方法  

細胞毒性のある注射剤の調剤の留意点  

8  外来化学療法における抗がん剤のプロトコールの意徴とその適正使用  

q）  注射剤の鑑査の手順と留意点  

∩）  安全対策   リスクマネージメントにおいて薬剤師が果たす役割∵医療における安全（リスクマネージメント）に関連の重要な項目  

調剤過孟呉を防止するために、実際にエ夫されている事項  

商品名の綴り、発音あるいは外税が類似した代表的な医薬品、インシデントアクシデント報告の項目  

I 医薬品に関わる過失あるいは過喜呉について、適切な対処法、調剤事故、調剤過誤時の本人、家族への対応方法  

－b  職務上の過失、過誤の予防方策  

医薬品を動かす・確保する   医薬品の管理・供給・保存   医薬品管理の流れ、医薬品の経済管理  

8  医薬品の適正在庫の意薇  

9  納品から使用までの医薬品の動きに係わる人たちの役割と薬剤師業務の関連  

▲U  医薬品の品質に影響を与える園子と保存条件  

－  
納入医薬品の検収時の注意点  

2  同一商品名の医薬品に異なった規格の具体例  

3  院内における医薬品の供給方法  

4  医薬品の緒求方法の沌類  

特別な配慮を要する医薬品   麻薬・向精神薬および賞せい剤原料の取り扱い時の注意点、犯罪に悪用されるおそれのある医薬品や乗物  

キ薬、劇薬の取り扱い時の注意点  

7  血腫分画製剤の取り扱い方法時の注意点  

8  法的な管理が誇樺付けられている医薬品（麻薬、向紺神業、劇薬、粗菓、特定生物由来製剤など）とその保管方法  

9  医薬品の採用・使用中止   医巣品の採用と使用中止の手続き  

情報を正しく扱う   病院での医薬品憎祁   医薬品のほ用方針の考え方  

2  院内への医薬品帽章酎足供の手段、方法  

3  院内での緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法  

4  患者、医療スタッフヘの情報提供における留意点  

情報の入手・評価・加エ   医薬品の基本的情報の情報源、収集手段  

Dにユースなどを作成するための、医薬品憎報の評価、加工方法  

医薬品・医療用具等安全性憎朝報告の記載時の注意点  

（0  情報ほ供   医療スタッフのニーズに合った憎相場灘の方法、情軸作成時の注意点  

0  患者のニーズに合った情報の収集、加エおよび脚八方法  

2  
ベッドサイドで学ぶ   病棟業務の概説   病棟集附こおける薬剤師の業務（菜剤菅剋、与薫、リスクマネージメント、供給管項など）、／くイタルサインの確認、クリテイカル／くス  

3  薬剤師の業務内容について、正確に記録をとり、報告することの目的  

4  病棟における製剤の管理と取り扱いの方法と留意点  

■〇  医療チームへの参加   医療スタッフが日常使っている代表的な専門用語  

〈0  
病卿こおいて医療チームの一員として他の医療スタッフとコミュニケートする時の留意点  

薬剤官理指氾集務   診療録、看は紀綿、重要な検査所見など、沌々の情報源の樋類とその情報の特徴  

8  
薬歴、服薬指導歴などへの記製事項と留意点  

▲U  患者の診断名、病態と薬物治療方針  

使用医巣品の薬効、使用上の注意、副作用  

臨床検査値に影響を与える医薬品・  

4  開放型質問の方法  

9  患者とコミュニーケション時の留意点  

愚者の薬物治療上の問柑点をリストアツフ  

3  副作用が疑われる場合の適切な対処法  

薬剤を造る・調べる   院内で調製する製剤   院内製剤が必要な事例と対応法  

nU  薬物モニタリング   薬物血中濃度のデータと患者情報に基づき、薬物療法における問題点とその対策  

中毒医臍への貢献   染物中苺患者の中荘原監物豊の検出方法と解菰方法、解毒剤の名称と原理   

薬局実習   薬局アイテムと管理   薬局アイテムの流れ   薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果たす役割  

薬局で取り扱うアイテムの保漉・桂子生、生活の賞の向上に果たす役割   
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薬局アイテムの流通旭珊ーこ係わる人達の役割  

薬局製剤   代表的な薬局製剤・漢方製剤  

薬局アイテムの管理と保存   医薬品の適正在庫とその意叛  

納入医薬品の検収時使用期限、ロットなどをチェックする重要性  

薬局におけるアイテムの管理、配列方法の搾要  

特別な配慮を要する医薬品   法的な管理が執務付けられている医薬品（麻薬、向細神巣、劇薬、毒薬．特定生物由来製剤など）の保管方法とその意離  

情報のアクセスと活用   情報の入手と加工   薬歴輝から得られる患者情報  

緊急安全性佃報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法  

情報の提供   入手した患者情祁を他の医療従事者に提供する時の留意点  

薬局調剤を実践する   保険調剤業務の全体の流れ   保険調剤業務の処方せんの受付から調剤報酬の錘求までの流れ  

保険薬局の認定条件と薬局の役備  

処方せんの受付   処方せん（麻薬を含む）の形式および吉己赦事項  

処方せん受付時の対¢および注意事項（患者名の確は、患者の様子、処方せんの使用期限、記載不備、偽造処方せんへの注意など）  

初来居患者への対応と初回質問表の利用  

初米局および再来局患者から収集すべき情報の内容  

処方せんの確査と疑義照会   疑義照会時における、医舶捜関との連携、患者への対応に関する留意点  

計数・計長調剤   複数規格のある医薬品の取扱い  

代表的な同相・同効薬を列挙できる  

服薬指導の基礎   薬歴管理の意義と重要性  

薬歴簿の保管、管理の方法、期間など  

妊婦、小児、高齢者など人の服薬相場において、配慮すべき事項  

調剤錬と処方せんの保管・管理   調剤緑の法的規則  

調剤録への記入事項  

調剤蛛の保管、管理の方法、期間など  

調剤後の処方せんへの記入事項  

処方せんの保管、管理の方法、期間など  

調剤報酬   調剤報酬の井定、調剤報酬明細書（レセプト）の作成の流れと留意点  

薬剤師の技術評価の対象  

安全対策   名称あるいは外観が粗似した代表的な医薬品  

特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、杭柚尿病巣など〉  

インシデント、アクシデント報告の記載方法  

薬局カウンターで学ぷ   患者・顧客との接遇   かかりつけ薬局・薬剤師の役割  

患者、取客に対してする適切な態度  

疾病の予防および倣康管理に㈲するアドバイスを行ううえで必要な知ま胱と雷魚点  

医師への受診勧告に関する考え方と手順  

一帖用医薬品・医療用具・地歴食品   セルフメディケーションのため’の一般用医薬品、医療用具、倣飯食晶などの選択・供給方法  

顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作即摘への対応東  

カウンター葵習   再審が必要とする情報の種類とその概要  

患者・顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応策  

地域で活躍する薬剤師   在宅医療   妨間薬剤管理指鳩巣翔  

在宅医療における医療廃棄物の取り扱い  

地域医療・地域福祉  お菜手帳を用いた患者情報の共有など病院薬剤師と薬局薬剤師の迎携の重要性  

当該地域における休日、夜間診療と薬剤師の役割  

災害時医療と薬剤師   県急災害時における、当該薬局および薬剤師の役割  

地域保旭   学校薬剤師の珊推とそゐ役割  

地域住民に対する医薬品の適正任用の啓発活動における染剤師の役割  

麻薬・光せい剤等薬物乱用防止運動、アンチドーピング（うっかりドーピング含む）における薬剤師の役割  

日用品に係る薬剤師の役割  

日用品に含まれる化学物質の危険性  

誤敗、i呉企による中希および食中毒に対するアドバイスを行ううえでの知王肢と留意点  

生活環境における消毒の概念  

ほ通性のある染物および旭康間貼  

地域対応実習   日用品に含まれる化学物質の危険性   
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